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建設系 CPD 協議会加盟団体 CPD システム利⽤者は各団体のルールに沿って、CPD 単位の申請をお願い
致します。⼟⽊学会以外の団体に提出する場合の⽅法等は提出先団体に事前にご確認ください。⼟⽊学会で
証明する単位が各団体のルールにより認められないことがあります。⼟⽊学会では他団体の運営するCPD制
度に関しては回答いたしかねます。

問合せ︓信州⼤学⼯学部⽔環境・⼟⽊⼯学科 吉⾕純⼀
yoshitani@shinshu-u.ac.jp

2024年12⽉2⽇（⽉） 14:40-16:50

令和6年度「防災と⽔環境」連続講演会

⽔害発⽣時に市町村がとるべき
災害対応の実態と課題

近年、⽔害が頻発しており、円滑な災害対応によ
る被害軽減や早期の復旧が重要な課題となっていま
す。本講演では、令和元年東⽇本台⾵災害や平成30
年7⽉豪⾬災害などの近年の⽔害対応において、地⽅
⾃治体職員が困ったり⼾惑ったりした事例（⽔害対
応ヒヤリ・ハット事例）の発⽣傾向や具体的な事例
を紹介します。これらをもとに、市町村が取るべき
災害対応についての今後の課題についても述べます。

会場とライブ配信の２⽅法で実施します
会 場 信州⼤学⻑野(⼯学)キャンパス

ウェビナー ZOOMウェビナー

⼤原美保
東京⼤学⼤学院情報学環・学際情報学府教授

定員500名
zoom参加登録サイトにて講演開始前ま
でに事前登録下さい
https://us02web.zoom.us/webinar/register/6017311161865/WN_
OAVhcJ6ERg62i5UErk-iYA

太⽥記念国際記念館（E9棟）２階
（⻑野市若⾥4-17-1 ）
定員100名
会場参加者⽤専⽤google formサイトに
て講演会前⽇までに登録下さい
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